
数学まつり 楽しい算数数学 体験する数学 NPO法人数学月間の会

第1回（10月16日） 第2回（11月26日），第3回（11月27日）



第1回 万華鏡を作ろう
10月16日，13:00-17:00，中野zero，学習室B

時限 定員 小中学生 高校生大人 会員（無料）

1 30人 3人 2人 3人

2 30人 9人（区外1） 2人 4人

合計 23人 16人 7人

数学（周期的に平面を埋める）30分＋工作６０分



時限 定員 小中学生 高校生大人 会員（無料）

1 30人 7人 0人 3人

2 30人 0人 5人（区外4） ３人

合計 18人 1２人 ６人

第２回 多面体を作ろう
11月26日，13:00-17:00，中野zero，学習室B

１．正１２面体の体積
２．分解模型の作製
３．星型１２面体の作製



時限 定員 小中学生 高校生大人 会員（無料）

1 30人 ６人 １人 3人

2 30人 0人 ４人（区外３） ４人

合計 18人 11人 ７人

第３回 エジプト紐であそぼう
11月2７日，13:00-17:00，中野zero，学習室B

１２分割エジプト紐を用いて
図形の性質を学ぶ

１．直角を作る
２．正6角形を作る
３．星型を作る
４．ハンドボールコートを作る

百分田ケンチュリア制に
残された歴史を学ぶ



■達成できた点

• 学校カリキュラムとは異なる体験できる「数学まつり」で，生徒の数学への興味を喚起できた．

• 兄弟姉妹や親子での参加もあり，一般区民の数学への共感が得られ，数学文化普及の一石となった．

• 参加した生徒および保護者の賛同と期待が得られた．口コミなどの次年度実施の基礎ができた．

■次年度への課題

• 広報に問題がある．区立中学への直接広報ができない．中野区の学び場ステーションとの連携を得て，
対象層を広げて実施することを考えたい．

• 区民が無料参加できることが望ましく，助成でまかなえるようにしたい．

• 会場確保に困難がある．当団体は全国規模のNPO法人のために，中野区の施設利用には，中野区在住
の「数学まつりグループ」を組織せざるを得ず，抽選の応募資格も2か月前区分になる．
当選したとしても会場決定から実施まで２か月を切る短期間となるので，広報に支障がある．

助成額 112,500 自己資金 127,603
徴収した参加費 27,300 寄付金 10,000
印刷･製本費 23,140 講師謝礼 33,411
消耗品当購入費 92,900 講師旅費･宿泊費 74,080
施設利用費 4,200 スタッフ交通費等 24,000
その他の経費 25,672

139,800 145,912 -6,112 137,603 131,491 6,112

■収支状況

徴収した参加費 700×39=27,300
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